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★「枚方宿鍵屋資料館 WebAR体験システム」は

事前申込の必要はなく、来館者は気軽に体験が

可能。また、システム内のリンクから市や資料

館のホームページにアクセスし、市内の文化財

情報の閲覧や資料館のイベント申込もできる。 

 

 

★現在の淀川は、洪水による堤防の決壊等の被害を防ぐため、明治時代以降に改修さ

れた川筋となっている。そのため、江戸時代に鍵屋のすぐ近くを流れていた淀川と

現在の淀川の流路は大きく異なり、資料館と現在の淀川との位置も離れている。こ

のため、来館者が当時の景観をイメージしにくいという課題があった。 

大阪工業大学情報メディア学科は「ソーシャル・オープンイノベーションチャレン

ジ 2025」において、市が抱える課題に対し、ARによる PR方法を検討し、課題解決

を進めてきた。今回作成された AR は、資料館の写真を基に三次元復元したモデル

を、特定の位置から全方位カメラで撮影した全天球画像に合成することで当時の景

江戸時代の鍵屋浦を体感！ 
淀川舟運のイメージを ARで再現 

令和８年（2026年）５月 27日 

市は市立枚方宿鍵屋資料館（堤町）（以下、資料館）において、江戸時代の淀川

や三十石船などをイメージ体験できる「枚方宿鍵屋資料館 WebAR 体験システム」

を、大阪工業大学（学長：井上晋）と共同で制作し、令和８年５月 28日から運用

を開始する。資料館の別棟大広間に設置された二次元コードをスマートフォンや

タブレット端末で読み取ることで、Web ブラウザ上で大広間から見える景観とし

て、当時の淀川や航行していた三十石船などを三次元 ARで体験できる。来館者は

枚方宿の歴史的背景や、淀川が果たした役割をより深く、視覚的に理解できる。

また、船上から鍵屋を眺める視点への変更や、天候や季節の設定を変えることが

可能で、様々な景観を楽しめる。 

市の担当者は「来館者に枚方宿の歴史をより身近に触れてもらうとともに、若

い世代に歴史の魅力を感じてもらうことで、地域の文化財への関心が高まること

につながれば」と話す。大阪工業大学情報メディア学科 河合紀彦准教授は「学生

らの成果が社会実装され、多くの来館者に体験していただけることを大変うれし

く思う。今後も地域と連携し、XR（クロスリアリティ）などのデジタル技術を活

用した地域の魅力発信に取り組んでいきたい。」とコメントしている。 

▲ 表示 AR イメージ 

（三十石船にくらわんか船がこぎつける様子） 
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観を再現。スマートフォンなどのジャイロセンサーに応じて 360度映像から適切な

視野角を画面上に表示し、ARとして疑似体験することができる。カメラで映してい

る風景にバーチャル情報をリアルタイムで合成する従来の AR とは異なり、あらか

じめ合成された映像を提示する「事前生成型拡張現実感」の手法を用いているため、

GPS やコンパス、ジャイロセンサーの誤差による現実と仮想の位置ずれを感じるこ

となく楽しむことができる。 

 

★江戸時代の枚方宿は、京都と大坂を結ぶ京街道の宿場町

であり、三十石船などが往来する淀川舟運の中継地であ

った。「宿」とは「宿駅」を意味し、貨客運搬に必要な人

馬を継ぎ立てる施設が設置された場所である。「京街道」

には東海道の延長部として四つの宿が設けられ、枚方宿

はそのうちの一つとしてにぎわった。この京街道沿いに

は、当時の面影をしのばせる町家が残るが、なかでも「船待ちの宿」鍵屋は象徴的

な存在である。「淀川三十石船唄」にも「ここは枚方鍵屋浦 鍵屋浦には碇はいらぬ 

三味や太鼓で船止める」などと歌われ、当時のにぎわいを伝えている。 

 

★江戸時代以降、鍵屋は料亭・料理旅館として平成９年まで営業を続けた。同年、主

屋は極めて少なくなった江戸時代の様式を残す歴史的建造物であることから、市の

有形文化財に、平成 10 年には、鍵屋の敷地を市の史跡に指定した。その後、市は

鍵屋の建物の寄贈を受け、解体復原し、平成 13 年に「市立枚方宿鍵屋資料館」と

して開館。枚方宿に関する古文書や出土遺物、模型、民俗資料などを展示し、江戸

時代の枚方宿の歴史を伝えている。また、昭和初期に建てられた近代和風建築の鍵

屋別棟は、令和５年に国の登録有形文化財（建造物）に登録されている。 

 

★市立枚方宿鍵屋資料館は京阪本線「枚方公園」駅から西へ徒歩５分。 

 

＜お問い合わせ＞ 

市立枚方宿鍵屋資料館に関するお問い合わせ： 

枚方市役所 観光にぎわい部 文化財課 

☎072-841-1411（直通）、FAX 072-841-1278 

ARに関するお問い合わせ： 

大阪工業大学 情報科学部情報メディア学科 ☎072-866-5190 

大阪工業大学への取材のお申し込み先： 

学校法人常翔学園 事業企画室 広報企画課  

☎06-6954-4026 Koho@josho.ac.jp 

▲ 枚方宿鍵屋資料館 外観 


